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研究成果の概要（和文）：コミュニケーションを志向する外国語教育の流れを受けて，普通学校では聴解・発話技能指
導の充実が図られている。しかし，視覚特別支援学校では，伝統的に点字指導が大きな重みを持ち，学習段階に応じた
体系的な音声指導は，時間的に十分な実施が困難な状況である。本研究では，視覚特別支援学校の英語指導で課題とな
っている，点字と音声の指導，および文理解と概念化過程に対して学術的根拠を与えるとともに，学習者の視点に立っ
て，理論的基盤を持った方法論を確立することを目的とする。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research is to answer the question “How are auditory and visual 
systems related to each other in foreign language processing?” The relationships between listening and 
reading, while paying attention to sound processing and letter processing, should be investigated 
thoroughly. Research on multisensory processing, i.e. auditory, visual, and tactile processing, has 
developed rapidly from the perspectives of brain and cognitive sciences. This book investigates how 
foreign language learners perceive input and produce output, with special reference to blind people who 
do not depend on vision.

研究分野： 言語習得論
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 日本の英語教育界では，イギリスやアメリ
カで，主に英語圏への適応を目的として開発
された第二言語習得理論を基盤とした教授
法を，教育現場に紹介するものが多かった。
こうした指導法の背景には，英語を母語や生
活言語とする環境における言語習得の理論
がある。 
 しかし，全く言語環境が異なる日本人英語
学習者にとって，本当に効果的かつ効率的な
英語学習・指導理論を構築するためには，日
本人英語学習者の認知発達と言語発達の関
わりで，外国語能力向上の過程や，外国語学
習順序に関する十分な基礎研究が必要であ
る。日常的に使用する第二言語ではなく，外
国語として教室で指導される英語の獲得過
程を明確化し，理論化して，経験と勘の域に
留まらない，確固とした理論的裏付けがある
学習・指導理論として集大成しなければなら
ないと考えている。私は，こうした問題意識
を持って，15 年近くにわたって研究を積み重
ね，成果を教育現場へ還元してきた。 
 特別支援学校（視覚障害）では，教師たち
の実践経験が連綿と蓄積されている。学校で
は，点字を中心に据えた読み書き能力や翻訳
技術の育成を，英語教育の現実的な最終目標
としている。これは入学試験や技能検定試験
対策のためにも必須の要件となっている。 
 一方，この数年間で普通学校では，聞く・
話す指導が広まり，音声的な教示が技能指導
の重要な部分を占めている。視覚障害者は，
音声への注意・注目と口頭技術は優れている
ことが多く，系統的な音声指導は非常に効果
的なはずである。意思疎通を図るための技能
学習と，点字学習との兼ね合いを真剣に検討
するべき時期に来ている。 
 本研究は，特別支援学校（視覚障害）での
英語学習における ①音声指導の位置付け
を明確化して ②点字指導とのバランスを
提案し ③英語の構造と意味概念獲得に焦
点を当てて展開した。 
 
２．研究の目的 
 
 英語圏で使用されている 2級点字が完全に
獲得されていることは，読解には不可欠であ
るが，この特殊技能に熟達することと，外国
語の基本的な意思疎通が口頭でできること
とは異なっている。2 級点字は，視覚障害者
自身の努力と教師たちの献身的な指導によ
って習熟が図られていくが，意思疎通には聴
解と発話が優先される場面が多いことから，
音声的な外国語学習は同等に重視されるべ
きである。 
本研究では，英語教育の目的と目標が変化し
ていることに対応して，学習者の立場から外
国語学習を再考し，児童・生徒の将来に寄与
するための視覚特別支援教育のあり方を，音
声学習に焦点を当てながら実証的に検討す

ることを目的とした。 
 現在は，教師たちの経験，推測と勘に基づ
いて教育が提供されており，自らの実践に対
する理論的な裏付けを求める声は，普通学校
や特別支援学校（視覚障害）を問わず，強く
寄せられている。私は，普通学校に対する提
案は継続して行ってきて，引き続き貢献して
いきたいが，今後は，視覚障害を持つ研究者
として，特別支援学校（視覚障害）に学ぶ児
童や生徒のための基礎研究を，学習者の立場
に立って重点的に行いたい。音声学習は，視
覚障害者にとって，晴眼者以上に不可分かつ
必要不可欠であり，文字体系に依存しすぎな
い学習は，効果的で効率的であるため，学問
的根拠に裏打ちされたきめ細かい学習・指導
理論を緊急に整備したい。これが，この挑戦
的萌芽研究課題に対する私の姿勢である。 
 
３．研究の方法 
 
 国立特別支援教育総合研究所や特別支援
学校（視覚障害）と連携しながら，正確に実
態を把握した上で，教育現場での実証研究を
展開した。音声と点字の段階的導入について，
理論的根拠を提示して，指導法や指導技術の
確立を目標とした。実態調査を踏まえて，学
校教育臨床研究の立場から，理論研究と実践
研究を両立させながら，理論と実践の調和と
融合を図り，視覚障害がある学習者の視点に
立った英語学習・指導を考案した。 
 現在までの私の研究では，認知科学理論，
言語習得理論に基づいて，日本人英語学習者
の英語獲得のメカニズムや過程を解明し，長
期的実証研究を踏まえた，理論的根拠を持つ
一貫性のある学習・指導理論の構築を目指し
てきた。英語教育学の分野では，実際に日本
人英語学習者の英語獲得の過程や実態を体
系的に十分調査して，それに基づいた論を展
開した先行研究は極めて少ない。それは，こ
の分野では，経験主義による指導技術偏重の
傾向が強く，周辺諸科学の理論に基づいた学
術研究は敬遠されがちであるためと考えら
れる。しかし，学習者の視点に立った教育を
考究していくためには，学術的根拠が何より
も重要であると考えている。 
 初年度は，国立特別支援教育総合研究所や
視覚特別支援学校からのご助言を賜りなが
ら，実態調査を進めた。この段階で主要な文
献は読了した。 
 私は，視覚障害がある外国語教育学・言語
習得論の専門家として，特別支援学校（視覚
障害）が直面する諸課題を学術的に追究して，
理論的根拠のある解決策を提案していきた
いと考えた。特別支援学校（視覚障害）にお
ける，体系的な音声指導と点字指導の位置付
け，順序性と段階性，方法論の確立を目指し
た。 
 学校での教育と同時に，授業時間外や家庭
では何をどのように学習するのかを明確化
して，訳読に傾斜しすぎない英語学習のあり



方を提案した。英語への配当時間が限られる
中で，点字学習は教師の介助が必要な技術で
あり，習得するまで十分な授業時間を充当す
る必要がある一方，音声面は正しい学習方法
を提示されることで，自学自習が可能である。
そのための理論研究を展開して，限られた貴
重な学習時間を有効的に活用しながら，効果
的かつ効率的に英語を獲得するための具体
的手法を確立した。 
 国立特別支援教育総合研究所と特別支援
学校（視覚障害）の協力を得て，英語教育の
実態調査を行った。教育内容や教育方法，教
師と学習者の意識などを，客観的に把握した。
学習者と教師が抱える諸課題を整理して，現
状認識を深めた。これと並行して，先行研究
で検討されてきた問題点との整合性を検討
した。教育現場の実態を正しく把握すること
が，萌芽期の研究では最も重要な出発点であ
ることから，必要十分な調査項目を慎重に選
定した上で，質問紙調査と聞き取り調査を全
国的に実施した。 
 その上で，音声と点字の導入に焦点を当て
て，指導内容・指導時間配当・指導順序など
に関して，現在までの研究で蓄積された，普
通学校でのデータと比較検討を行い，共通点
と相違点を明らかにして，実証研究を開始し
た。音声指導（コミュニケーション活動を含
む）と点字指導，その他の重要な問題を理論
的に究明し，学術的根拠のある解決策を提示
して，教育現場で長期的・体系的に実証研究
を行った。現在まで，私は普通学校において
学校教育臨床研究を行って成果を上げてき
たので，同様にアプローチした。具体的には，
授業計画や指導方法を綿密に検討した上で
実践し，効果と課題を分析して，より精緻な
ものとしていく。教育指導案をきめ細かく作
成して長期的・体系的調査を続けながら，地
道に検証を重ねていく。 
 初級段階でのローマ字点字からの移行，日
本語点字の英語点字への干渉，読めない単語
で触読が停止してしまう困難性の克服，中学
校段階以降から点字学習を開始する場合の
諸問題を含めて，理論的根拠を示しながら，
実証研究をもとにした解決策を提案した。音
素レベル，音節レベル，単語，句，文の音声
指導と，点字導入の段階性を検証した。現在
まで実証研究を重ねて開発し効果を上げて
きた，語彙中心の指導法によるチャンクの考
え方を取り入れながら，音声と意味のまとま
りを把握して，語順が異なる英語の構造を正
しく理解するための手法を確立した。 
 最後に，英語と日本語特有の概念，特に擬
態語や擬声語に焦点を当てて，語彙学習を探
究した。英語と日本語で出来事の切り取り方
や表現方法が異なる名詞や動詞，オノマトペ
は，ことばで説明することが難しい。また，
経験することによって理解する要素概念も，
視覚刺激が欠損している学習者には，教示が
困難であるため，方法論の確立が遅れている。
視覚に依存しない提示法を，言語習得論との

関わりで研究した。 
 最終的には，カリキュラム設計やシラバ
ス・デザイン，指導技術の確立，デジタル技
術を活用した教材や教具の開発に生かし，研
究会を組織して活発な意見交換と知見の普
及，学習者の個人差やニーズへの対応に努め
たい。さらに，こうした知見を広く社会へ還
元していきたい。 
 
４．研究成果 
 
 現在，日本の英語教育の目的は，読解素材
に対する正確な翻訳能力の育成から，バラン
スのとれた４技能の能力育成へと大きく変
わっている。しかし，訳読を中心とした指導
が中央に位置付けられて，入門期から読み書
きを中心に据えた授業が展開されているこ
とも現実である。こうした方法では，外国語
の新しい文字体系と音声体系，意味が同時に
教示されていくので，認知発達が途上の児童
や生徒にとっては負荷が極めて高く，初級学
習者の深刻な困難性を生み出すことを，拙著
（洋書 1 冊と和書３冊）にて実証的に示し，
改善策を提供してきた。 
 特別支援学校（視覚障害）においても，点
字指導と音声指導との両立が大きな課題で
ある。予備調査では，特別支援学校（視覚障
害）の英語教師たちから，新しい点字体系を
とおして音声を指導していく難しさが報告
された。本来，言語は，音声学習が先行して，
音声基盤が脳内に構築されてから文字学習
に移行するため，この順序性を逸脱した指導
は困難を伴うことは知られてはいない。新し
い外国語の点字体系を学ぶと同時に新しい
音声を学習するのではなく，音声に慣れてか
ら音声を表記する手段としての点字を学習
することが，学習者のつまずきを防ぐことに
なる。 
 特別支援学校（視覚障害）では，限られた
貴重な時間の中で，どの段階で何をどのよう
に指導していくのかが極めて切実な問題で
ある。視覚障害がある児童や生徒の可能性を
少しでも広げ，幸福に寄与する努力を傾ける
ことが，教授者には求められる。私自身，先
天性強度弱視で，折に触れて盲学校でお世話
になってきた。かつては読解と作文を中心と
した学習を行ってきたが，現在は，特殊技能
としての点字学習と，意思疎通を図るための
聴解と発話の系統的な学習が欠かせない。海
外で助けを求めて介助を受けるときは，口頭
によるためである。点字ではリアルタイムの
やりとりは成立せず，能動的・主体的な言語
運用は難しい。また，電子機器の発達により，
音訳や読み上げ機能などを使って，英語を音
声で理解・表出する機会が非常に増えており，
点字をしのぐ勢いで提供されている。聴解と
発話技能を身につけることで，視覚障害者の
世界は広がっていくと確信している。 
 英語をことばとして運用することができ
る能力の育成は，全ての学習者に対して保証



されるべきであり，読解のための 2級点字熟
達とともに，系統立てて教育されなければな
らないと考える。音声保存・再生技術が飛躍
的に向上した今日，視覚に依存しない発音や
聴解・発話学習の充実に向けた，段階的な方
法論の確立は急務である。 
 私は 10 年にわたり，点字を含めて文字体
系は，音声基盤が構築されていることによっ
て，円滑な学習が促進されることを検証して，
広く提唱してきた。その結果，入門期の最初
から文字を導入するのではなく，初期段階に
音声学習を充実させる重要性が認識される
ようになった。 
 特別支援学校（視覚障害）においても，小
学校から中学校 1年にかけては，音声指導を
手厚く行うことによって，その後の点字指導
を効果的かつ効率的に展開することができ
ると想定している。この点で，特別支援学校
（視覚障害）では，入門期の小学校の教育内
容が特に重要となる。音声基盤を安定化させ
ることで，日本語と英語とでは異なる語順と
概念構造を理解していく素地が作られてい
くと考える。 
 特別支援学校（視覚障害）では，音声指導
の重要性は認識されているものの，指導技術
は確立していない。私は，読み書き中心の英
語教育を受けたが，自分で高価なカセットテ
ープをすり切れるまで聞いて教科書を学習
した。視覚障害者にとっては，音声で外国語
を学ぶことが自然であるが，現在でも手探り
の自己努力に委ねられている。また，音声学
習では，相手の口や図解が見えず，聴覚だけ
に依存することになるため，正しい発音方法
をことばで説明してもらう必要性が生じる。
正確に発音することができるようになると，
聞き取り能力も向上することが学術的に確
認されているからである。点字指導を効果的
に進めるとともに，聴解と発話技能を高める
ために，精緻な検証を行った。 
 最後に，研究成果をまとめた拙著の主題を
紹介しておく。洋書では，音声知覚，発音と
発話，視覚と空間認知，点字と触読，認知発
達と言語習得，音声チャンクと聴解発話指導，
特別支援学校（視覚障害）における英語指導
の現状と課題について，学術的根拠を示しな
がら体系的に論じた。洋書で展開した学問的
研究を基にして，和書では，音の知覚，音声
の表出，聴覚・視覚・触覚信号の融合，英語
音素の記述と学習上の諸課題，音声チャンク
と外国語学習について，一般的に分かりやす
い形で執筆した。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者，研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 0 件） 
成果の共有が一部の読者に限定されてしま
うため図書にまとめた。 
 

〔学会発表〕（計 0 件） 
成果の公表がその場の参加者に限定されて
しまうため図書にまとめた。 
 
〔図書〕（計 2 件） 
1. 『外国語音声の認知メカニズムー聴覚・
視覚・触覚からの信号』 東京 開拓社 
2016 年 6月 
2. Foreign Language Learning without 
Vision: Sound Perception, Speech 
Production, and Braille (平成 28 年度科学
研究費補助金研究成果公開促進費学術図書) 
東京 ひつじ書房 2016 年  
 
〔産業財産権〕 
○出願状況（計  件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
国内外の別：  
 
○取得状況（計  件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
取得年月日： 
国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 
 中森誉之 （NAKAMORI, Takayuki） 

京都大学・大学院人間・環境学研究科・准
教授 

 研究者番号：10362568 
 
(2)研究分担者 
       （   ） 

 
 研究者番号：  
 
(3)連携研究者 

（   ） 
 

 研究者番号：  
 
 
 


